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1.  はじめに
このテンプレートは，外国語教育メディア学会中部支部外国語教育基礎研究部会第4回年次例会の予稿集に投稿する原稿に使用するものである。

（空行）

2.  書式注意点
本文の形式はこのテンプレートに従い，変更しないこと。文字数の指定はない。ただしA4で1枚に収めること。本文は和文の場合「明朝」，英文の場合は「Times」系を用いること。フォントの大きさは日本語で執筆の際は10.5ポイント，英文の場合は12ポイントとする。段落の始まりは，全角2文字文スペースをあけること。キーワードは関連の深い用語を三つ記載すること。句点は「，」，読点は「。」を用いること。
（空行）

3.  その他のガイドライン

セクションはいくつ立てても構わないが，レベルを1段階までとする（1.2などとしない）。それぞれのセクション番号のあとには半角2文字分のスペースをいれること。新しくセクションをたてる場合は，1行分のスペースをあけること。その他の点はAPAおよび外国語教育メディア学会機関誌（Language Education & Technologyなど）に準ずるものとする。ページ番号は付さないこと。
（空行）
参考文献

前田啓朗 (2008).「WBTを援用した授業で成功した学習者・成功しなかった学習者」ARELE: annual review of English language education in Japan, 19, 253–262.

水本 篤・竹内 理 (2008). 研究論文における効果量の報告のために―基礎的概念と注意点 『英語教育研究』31, 57–66.
Sasaki, M. (2004). A multiple-data analysis of the 3.5-year development of EFL student writers. Language Learning, 54, 525–582. doi:10.1111/j.0023-8333.2004.00264.x

・参考文献一覧は必須としない。

・参考文献はアルファベット順で掲載する。

・ジャーナルのページ数引用はハイフン（-）ではなく，enダッシュ（–）を使う。
・DOI（Digital Object Identifier）およびRetrieval URLは必須としない。
